
平成 27 年度 小・中学校道徳教育 

                    研究の概要－1             佐賀県教育センター 
 

１ 研究の概要 

(1) 研究テーマ 

(2) 研究テーマ設定の趣旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

  よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う道徳科の在り方 

  ―自己の生き方(人間としての生き方)について「考え、議論する」学習を通して― 

 
 

 

近年、子供を取り巻く環境は変化し、家庭や地域社会の教育力の低下、実体験の減少、自己肯定感や    
社会参画に対する意識・意欲の低下など様々な問題が生じています。中でも、昨今大きな社会問題とな  
っているのがいじめの問題です。児童生徒は、「人をいじめることはいけないことである」という道徳的 
価値を意識してはいるものの、様々な要因により言動に結び付いていないという実態があります。これ 
らの問題に対応し、よりよい方向を目指す資質・能力を育成するために、学校における道徳教育に対す 
る期待が高まっています。児童生徒が直面する様々な事象の中で、一人一人が多角的に考え、判断し、 
適切に行動する資質・能力を養うことが求められているのです。 
こうした道徳教育の意義や課題を踏まえて出された教育再生実行会議の提言や中央教育審議会の答

申を受け、「道徳の時間」を「特別の教科 道徳」(「道徳科」)として新たに位置付ける学習指導要領の

一部改正が行われました。文部科学省の一部改正学習指導要領(平成 27 年３月告示)には、「特別の教科 

道徳」の目標として「よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理

解を基に、自己を見つめ、物事を(中学校は『広い視野から』を追記)多面的・多角的に考え、自己の生

き方(中学校は『人間としての生き方』)についての考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、

実践意欲と態度を育てる」(１)と示されています。また、第２節道徳科の指導の中には、複数の道徳的価

値が対立する問題や課題について、多面的・多角的に考察し、主体的に判断し、よりよく生きていくた

めの資質・能力を養うことが大切であり、そのためには問題解決的な学習が重要であると述べられてい

ます。答えが１つではない道徳的な課題を一人一人の児童生徒が自分自身の問題と捉え、向き合う「考

える道徳」「議論する道徳」へと転換を図っているのです。これらのことから、児童生徒が直面する様々

な事象の中で、状況を深く見つめ、多様な考えに接し、自分はどうすべきかを判断して行動するように

指導方法を改善していくことが求められているといえます。 
そこで、本研究では、物事を多様な側面から捉えたり、様々な角度から総合的に考察したりする活動を 

通して、自己の生き方(人間としての生き方)について多面的・多角的に考え、主体的に判断する児童生徒 
を育成する問題解決的な学習と評価の進め方を探っていきます。このような活動を計画的、発展的に仕組 
んでいくことで道徳的実践を支える道徳的な判断力を育成することができ、よりよく生きるための基盤と 
なる道徳性を養うことにつながっていくと考えます。評価の進め方については、児童生徒のワークシート 
や話合いの記録等を基に探っていきます。 

 
 
 

問題解決的な学習とその評価の進め方について提案します！ 



平成 27 年度 小・中学校道徳教育 

                    研究の概要－2             佐賀県教育センター 
 

(3) 研究の目標 

(4) 研究の方法と内容 

 

 

  自己の生き方(人間としての生き方)について多面的・多角的に考え、主体的に判断する児童生徒を育

成する問題解決的な学習とその評価の進め方を探る。 
 

 

  
〇道徳的価値に関する意識調査と分析 

    問題解決的な学習の事前と事後に質問紙を用いた意識調査を実施し、道徳的価値に対する意識の    

変容を分析する。 
〇問題解決的な学習の展開の提案 

問題解決的な学習の展開について研究し、学習指導案の作成及び授業実践を行う。実践を基に自 
己の生き方(人間としての生き方)について多面的・多角的に考え、主体的に判断する児童生徒を育  

成するための授業展開を提案する。 

  〇道徳科の評価を提案 
    評価につなげることのできる質問紙やワークシートを作成、実施することで児童生徒の学習状況

や道徳性に係る成長の様子を把握し、日常の指導や個別指導に生かせるような評価を提案する。 
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